
　デジタル化によって、業務の効率化や働き方改革を実現しませ
んか。実践的な講義・演習を通して、職場・業務のDXを推進する方
法をマスターできる「職場・業務のデジタル化術講座」を開催しま
す。全６種類のコースをご用意しております。受講料無料で、１コー
スから受講可能です。特設サイトからお申し込みください。
㉄県庁定住推進・雇用労働室　019-629-5584

　岩手で暮らし、働きたいという若者に対し、以下のとおり奨学金の返還を支援
しています。
■対象者／【学　生】◎大学院修士課程１･２年生 ◎大学３･４年生 ◎高等専門学校
　　　　　【既卒者】◎県外で就職している35歳未満の方
　　　　　　　　　◎県内に正規雇用で就業していない35歳未満の方
■対象奨学金／（独）日本学生支援機構 第一種、第二種の奨学金
■認定要件／県内の「認定企業」へ就職し、定住の見込
■支援内容／返還総額の1/2の助成金を交付（最大250万円）
■募集期限／2025年９月30日（火）まで
㉄県庁ものづくり自動車産業振興室　019-629-5552

　10月4日（土）・5日（日）の2日間、釜石市で三陸国際芸術祭を開
催します。青森県八戸市から岩手県住田町までの三陸沿岸地域か
ら多彩な芸能団体が一堂に会するほか、キッチンカーが出店し、地元のお酒やグ
ルメも楽しめます。入場無料。皆さまのお越しをお待ちしています。また、特設サ
イトでは三陸沿岸地域で行われる各地のお祭り情報やモデルコースなどもご案
内していますので、ぜひご覧ください。
㉄三陸国際芸術推進委員会（事務局／みんなのしるし合同会社）　0192-47-5123

■テレビ岩手………… 月曜日 18：54〜19：00
　　　　　  （再放送）…土曜日 21：54〜22：00
■［9月］岩手朝日テレビ…水曜日 23:10～23：15
■［10月〜］IBC岩手放送…火曜日 18:55～19：00

「いわてDX大賞2025」募集

「第３回ミセテイワテ動画コンテスト」
作品募集

「職場・業務のデジタル化術講座」開催

「いわて産業人材奨学金返還支援制度」の支援対象者募集

「三陸国際芸術祭2025 醸
かもす

ス」開催

岩手県からのお知らせ

県政テレビ番組
いわて！
わんこ広報室

お出かけ情報など、その他のお知らせは
「いわてグラフ」専用サイトでチェック！

　「いわてDX大賞2025」は、県内の企業や団体
のデジタルトランスフォーメーション（DX）につ
ながる取り組みを募集し、表彰しています。デジ
タル技術を用いた生産性向上などに取り組む、
企業・団体からの応募をお待ちしています。
■募集対象／県内で事業活動を行う企業や法人、団体、
　　　　　　自治体など
■募集内容／デジタル技術を活用した業務効
　　　　　　率化や働き方改革、企業・地域の
　　　　　　風土改革に資した取り組み

　岩手の魅力を発信する
動画を募集中です。岩手
の自然や街並み、食、暮ら
し、ものづくり、伝統文化
など岩手の魅力を動画で
表現してみませんか。映
像業界で活躍する審査員の審査を
経て、入選作品を決定します。応募
方法は特設サイトをご覧ください。
■締切／2025年11月４日（火）
■部門／チャレンジ部門（31秒～３分）
　　　　インスタ部門（30秒以内）

※都合により放送時間が変更になることがあります。

ご意見・ご提言はこちら

ホームページ・SNSで岩手の情報発信中！

手紙・はがき	 〒020-8570（住所不要）岩手県広聴広報課
電子メール	 koucho@pref.iwate.jp
電　　　話	 019-629-5110
受 付 時 間	 8：30～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）
ファクシミリ	 019-651-4865［24時間受付］

東日本大震災津波伝承館の
情報を発信中

県政情報、防災情報、
岩手の魅力情報を発信中
「岩手県広聴広報課X」

「岩手県公式LINE」 「いわてTSUNAMIメモリアル」

岩手県
ホームページ
岩手県

募集していますご存じですか？

野生きのこ採取に当たっての留意点
放射線影響対策のお知らせ

いわてグラフ専用サイト

毎週放送中

▲職場・業務の
　デジタル
　化術講座
　特設サイト

▲詳細はホーム
　ページをご覧
　ください

三陸国際芸術祭
特設サイト▶

▲ミセテイワテ
　動画コンテスト
　特設サイト

▲詳細はホーム
　ページをご覧
　ください

㉄いわてDX推進連携会議事務局
　(県庁科学・情報政策室)
　019-629-5245

㉄県庁文化振興課　019-629-6286

問【放射性物質濃度検査】県庁県民くらしの安全課　019-629-5270
　【出荷制限など】県庁林業振興課　019-629-5775
　【全般】県庁復興危機管理室　019-629-6924

県は市町村と連携して野生きのこの放射性物質濃度検査を行っていま
す。検査の結果、一般食品の基準値（100ベクレル/㎏）を超えた場合、そ

の市町村の野生きのこ全種類を対象に、国
から出荷制限が指示されます。野生きのこ
を採取する際は、県ホームページを参考にし
てください。
また、野生きのこを販売する場合は、販売前
に自主検査を行い、基準値（100ベクレル/
㎏）以下であることを確認してください。

野生きのこ出荷制限地域
（2025年７月31日現在）

※１種類でも基準値を超えると、その市町村の全ての野生きのこが出荷制限の対象となります。　

募集しています
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